
 
 

  

｜
御
書
｜
① 

上
野
殿
御
返
事
（
刀
杖
難
事
） 

 

問
１ 

御
書
の
空
欄
に
適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

と
に
か
く
に
（ 

１ 
）
に
身
を
ま
か
せ
信
ぜ
さ
せ
給
へ
、
殿
一
人
に
か
ぎ
る
べ
か
ら
ず
・
（ 

２ 

）
を
す

す
め
給
い
て
過
去
の
（ 

３ 
）
等
を
す
く
わ
せ
給
へ
。 

（ 

４ 

）
生
れ
し
時
よ
り
・
い
ま
に
一
日
片
時
も
・
こ
こ
ろ
や
す
き
事
は
な
し
、
此
の
（ 

５ 

）
の
題
目

を
弘
め
ん
と
思
う
ば
か
り
な
り 

 

ア
、
信
心 

 

イ
、
法
華
経 

 

ウ
、
父
母 

 

エ
、
念
仏 

 

オ
、
日
蓮 

 

問
２ 

こ
の
御
書
に
つ
い
て
記
述
し
な
さ
い
。 

 

こ
の
御
書
は
日
蓮
大
聖
人
が
（ 

６ 

）
年
に
（ 

７ 
）
の
地
で
（ 

８ 

）
に
与
え
ら
れ
た
お
手
紙
で
す
。 

 

６ 

ア
、
弘
安
２ 

 

イ
、
文
永
５ 

 

ウ
、
文
永
８ 

 

エ
、
文
永
１
０ 

 

オ
、
貞
応
元 

７ 

ア
、
身
延 

 

イ
、
鎌
倉 

 

ウ
、
佐
渡 

 

エ
、
武
蔵
の
国
池
上 

 

オ
、
安
房 

８ 

ア
、
四
条
金
吾 

イ
、
池
上
宗
長 

ウ
、
南
条
時
光 

エ
、
北
条
時
頼 

オ
、
平
左
衛
門
尉
頼
綱 

 

問
３ 

本
文
中
の
棒
線
箇
所
の
意
味
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
選
び
な
さ
い
。
※
問
題
番
号
９ 

 

ア
、
苦
し
い
時
に
運
命
を
預
け
な
さ
い
。 

イ
、
ど
こ
ま
で
も
御
本
尊
を
根
本
と
し
て
広
宣
流
布
の
闘
争
に
生
き
抜
き
な
さ
い
。 

ウ
、
自
分
で
判
断
で
き
な
い
困
難
は
避
け
て
通
り
な
さ
い
。 

 

問
４ 

こ
の
お
手
紙
を
与
え
ら
れ
た
門
下
に
つ
い
て
適
切
な
説
明
を
選
び
な
さ
い
。
※
問
題
番
号
１
０ 

 

ア
、
鎌
倉
在
住
の
弘
教
初
期
か
ら
の
門
下
で
、
主
君
か
ら
信
仰
を
反
対
さ
れ
た
が
乗
り
越
え
た
。 

イ
、
駿
河
の
国
の
青
年
門
下
で
、
熱
原
法
難
の
際
に
中
心
的
に
活
躍
し
た
。 

ウ
、
武
蔵
国
池
上
在
住
で
兄
と
共
に
門
下
で
あ
る
が
、
兄
は
信
仰
を
理
由
に
父
か
ら
２
度
勘
当
さ
れ
た
。 

エ
、
佐
渡
在
住
の
門
下
で
大
聖
人
の
説
法
に
よ
っ
て
仏
法
に
帰
依
し
た
。 

オ
、
駿
河
の
国
在
住
の
農
民
信
徒
で
、
幕
府
の
迫
害
に
耐
え
て
信
仰
を
貫
い
た
。 

           



 
 

 

 

｜
御
書
｜
② 

兵
衛
志
殿
御
返
事
（
三
障
四
魔
事
） 

 

問
１ 

御
書
の
空
欄
に
適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

し
を
の
ひ
る
と
・
み
つ
と
月
の
出
づ
る
と
・
い
る
と
・
夏
と
秋
と
冬
と
春
と
の
さ
か
ひ
に
は
必
ず

（ 

１ 

）
す
る
事
あ
り
凡
夫
の
（ 

２ 

）
に
な
る
又
か
く
の
ご
と
し
、
必
ず
（ 

３ 

）
と
申
す
障
い
で
き

た
れ
ば
（ 

４ 

）
は
よ
ろ
こ
び
（ 

５ 

）
は
退
く
こ
れ
な
り 

 

ア
、
三
障
四
魔 

 

イ
、
賢
者 

 
ウ
、
愚
者 

 

エ
、
仏 

 

オ
、
相
違 

 

問
２ 

こ
の
御
書
に
つ
い
て
記
述
し
な
さ
い
。 

 

こ
の
御
書
は
日
蓮
大
聖
人
が
（ 

６ 

）
の
地
で
（ 
７ 

）
に
与
え
ら
れ
た
お
手
紙
で
す
。 

 

６ 

ア
、
身
延 

 

イ
、
鎌
倉 

 

ウ
、
佐
渡 

 

エ
、
武
蔵
の
国
池
上 

 

オ
、
安
房 

７ 

ア
、
四
条
金
吾 

イ
、
池
上
宗
長 

ウ
、
南
条
時
光 
エ
、
北
条
時
頼 

オ
、
平
左
衛
門
尉
頼
綱 

 

問
３ 

こ
の
お
手
紙
を
与
え
ら
れ
た
門
下
に
つ
い
て
適
切
な
説
明
を
選
び
な
さ
い
。
※
問
題
番
号
８ 

 

ア
、
鎌
倉
在
住
の
弘
教
初
期
か
ら
の
門
下
で
、
主
君
か
ら
信
仰
を
反
対
さ
れ
た
が
乗
り
越
え
た
。 

イ
、
駿
河
の
国
の
青
年
門
下
で
、
熱
原
法
難
の
際
に
中
心
的
に
活
躍
し
た
。 

ウ
、
武
蔵
国
池
上
在
住
で
兄
と
共
に
門
下
で
あ
る
が
、
兄
は
信
仰
を
理
由
に
父
か
ら
２
度
勘
当
さ
れ
た
。 

エ
、
佐
渡
在
住
の
門
下
で
大
聖
人
の
説
法
に
よ
っ
て
仏
法
に
帰
依
し
た
。 

オ
、
駿
河
の
国
在
住
の
農
民
信
徒
で
、
幕
府
の
迫
害
に
耐
え
て
信
仰
を
貫
い
た
。 

                   



 
 

 

 

｜
御
書
｜
③ 

呵
責
謗
法
滅
罪
抄 

 

問
１ 

御
書
の
空
欄
に
適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

何
な
る
世
の
乱
れ
に
も
各
各
を
ば
（ 

１ 

）
・
十
羅
刹
・
助
け
給
へ
と
湿
れ
る
木
よ
り
（ 

２ 

）
を
出
し

乾
け
る
土
よ
り
（ 

３ 
）
を
儲
け
ん
が
如
く
（ 

４ 

）
に
申
す
な
り 

 

ア
、
強
盛 

 

イ
、
法
華
経 

 
ウ
、
水 

 

エ
、
火 

 

オ
、
諸
天
善
神 

 

問
２ 

こ
の
御
書
に
つ
い
て
記
述
し
な
さ
い
。 

 

こ
の
御
書
は
日
蓮
大
聖
人
が
（ 

５ 

）
年
に
（ 
６ 

）
の
地
で
（ 

７ 

）
に
与
え
ら
れ
た
お
手
紙
で
す
。 

 

５ 

ア
、
弘
安
２ 

 

イ
、
文
永
５ 

 

ウ
、
文
永
８ 

 
エ
、
文
永
１
０ 

 

オ
、
貞
応
元 

６ 

ア
、
身
延 

 

イ
、
鎌
倉 

 

ウ
、
佐
渡 

 

エ
、
武
蔵
の
国
池
上 

 

オ
、
安
房 

７ 

ア
、
四
条
金
吾 

イ
、
池
上
宗
長 

ウ
、
南
条
時
光 
エ
、
北
条
時
頼 

オ
、
平
左
衛
門
尉
頼
綱 

 

問
３ 

本
文
の
意
味
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
選
び
な
さ
い
。
※
問
題
番
号
８ 

 

ア
、
困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
も
決
し
て
あ
き
ら
め
ず
、
叶
う
ま
で
祈
り
続
け
て
い
き
な
さ
い
。 

イ
、
信
仰
す
れ
ば
時
と
し
て
神
秘
的
な
出
来
事
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
。 

ウ
、
信
仰
を
貫
い
た
と
し
て
も
幸
せ
に
な
ら
な
い
人
生
も
あ
る
。 

 

問
４ 

こ
の
お
手
紙
を
与
え
ら
れ
た
門
下
に
つ
い
て
適
切
な
説
明
を
選
び
な
さ
い
。
※
問
題
番
号
９ 

 

ア
、
鎌
倉
在
住
の
弘
教
初
期
か
ら
の
門
下
で
、
主
君
か
ら
信
仰
を
反
対
さ
れ
た
が
乗
り
越
え
た
。 

イ
、
駿
河
の
国
の
青
年
門
下
で
、
熱
原
法
難
の
際
に
中
心
的
に
活
躍
し
た
。 

ウ
、
武
蔵
国
池
上
在
住
で
兄
と
共
に
門
下
で
あ
る
が
、
兄
は
信
仰
を
理
由
に
父
か
ら
２
度
勘
当
さ
れ
た
。 

エ
、
佐
渡
在
住
の
門
下
で
大
聖
人
の
説
法
に
よ
っ
て
仏
法
に
帰
依
し
た
。 

オ
、
駿
河
の
国
在
住
の
農
民
信
徒
で
、
幕
府
の
迫
害
に
耐
え
て
信
仰
を
貫
い
た
。 

 


